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　新潟市中央区自治協議会「福祉・安心安全部会」では、平成29年度よ

り“誰もが住みやすい街づくり”を目指して、住民活動に役立つ取り組みを

進めています。平成30年度の区自治協議会提案事業〔※〕は、「地域防犯活

動を広げる」をテーマに検討を進めました。

　誰もが安心して住み慣れた地域で暮らすために、地域では様々な活動が行

われています。防犯活動においても、自治会・町内会、民生委員・児童委員、

学校や企業など、多くの機関が連携しながら、取り組みを進めています。

　このような地道な地域防犯活動に焦点を当てて、中央区内の活動事例を

集約しました。また、関係する諸制度や見守りのポイントについても載せ

ています。

　この事例集をご覧になって、ご自身の地域活動を広げ、また、考えるヒ

ントになれば幸いです。

〔※〕区自治協議会提案事業
中央区自治協議会が提案する地域課題の解決に必要となる新たな事業や既存の取り組みとの連携を図る事業

は　じ　め　に
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見守り活動に関する制度概要
　防犯や交通安全をはじめとする見守り活動に関しては多くの制度や団体がありますが、主な２つを
ご紹介します。

1学校子ども見守り隊（以前の「セーフティ・スタッフ」）
　全国的に子どもの連れ去りや声掛け、車による連れ去り未遂事件などが多発したことを受け、子ど
もの安全を確保する目的で平成16年に「セーフティ・スタッフ」が発足しました。それ以降、多く
の方々にボランティアとして毎日子どもの安全を守る活動に従事していただいてきました。
　しかし、セーフティ・スタッフは「ながら」で活動することを原則としていたため、活動中のけが
など万一の場合の補償が不十分という問題がありました。また、地域によってコミュニティ協議会な
ど各種団体の見回り活動とも重複するようになってきました。
　そこで、平成27年度より「学校子ども見守り隊」に移行しました。それに合わせて、各小学校が実
施要項を定め、見守り活動の参加者を名簿登録することになりました。校区内の活動を明文化するこ
とで、もしもの時には新潟市市民活動保険の見舞金給付制度が適用されます。
　見守り活動にご参加いただける方は、お住まいの校区の小学校までお問い合わせください。

（１）組織率
　　平成27年5月末現在　　組織率　　95校／110校　　 85.5％
　　平成31年1月末現在　　組織率   106校／106校　　100.0％

（２）組織の運営形態
　　学校が主体となって組織を運営　　　　　 　 41校
　　コミ協等、他の団体と連携して組織を運営 　 65校

（３）主な活動内容
　　①　防犯、防災、交通安全などの面から児童・生徒の登下校の安全を守る。
　　②　校区内公園等の見守り活動。
　　③　地域内で活動している団体との連携・情報交換を行う。
　　④　定期的に情報交換を行う。

■ 登下校時の子どもの見守りを目的とした組織
　見守り活動にご参加いただける方を名簿登録します。

■ 地域の実情に合わせ、主体的に活動できる組織
　実際に行われている登下校中の見回り活動をもとに、
　学校が「実施要項」を作ります。

お問い合わせは
最寄りの小学校へ

学校子ども見守り隊の形

新潟市における「学校子ども見守り隊」の活動データ

ながらパトロール

育成協

コミ協

●●小学校
子ども見守り隊

自治協

校区内で行われている活動を明文化することで、
もしもの時には、新潟市市民活動保険の見舞金給
付制度を利用できます。
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2にいがた防犯ボランティアネットワーク
　新潟市では、各地域で防犯活動に取り組んでいるボランティア団体
等の活動支援や連携を目的として、登録団体を募集しています。

登録対象となる主な活動は次のとおりです。
　□ 通学路パトロール（子ども安全パトロール）
　□ 空き巣防止パトロール
　□ 環境浄化活動（清掃・ビラはがし等）
　□ 高齢者に対する目配り活動　　　　　など　　　　　　

登録団体には、新潟市より次の支援を行います。
（１）防犯グッズを無償貸与
　① パトロール用ベスト・帽子（１団体15着程度）
　② 誘導灯　　　　　　（メンバー５人に１本程度）
　③ 車両貼付用マグネットシート（１団体４枚程度）

（２） 毎月のお知らせや犯罪統計等を掲載した「安心・安全ネット通
信」の配信

（１）登録団体数とメンバーの人数
　　8区で192団体、21,155人。左記のうち中央区では52団体、1,650人。

（２）中央区における区分別登録状況
　　自治会･町内会 40団体
　　防犯組合 3団体
　　有志の地域グループ 3団体
　　コミュニティ協議会 2団体
　　その他 (企業や学校) 4団体

「にいがた防犯ボランティアネットワーク」登録状況（平成31年１月１日現在）

登録・お問い合わせ
　新潟市中央区総務課 
　　総務･安心安全グループ
　　　 TEL：025-223-7065 (直通)

平成３０年ＮＯ．１０

【お問い合わせ】新潟市役所 市民生活課 安心・安全推進室
TEL 025‐226‐1110 FAX 025‐223‐8775

毎月の犯罪発生状況や皆さまの身近なところで発生するおそれがある事件の情報など、防犯に
関する情報を提供します。自らの安全を守るとともに、地域の防犯活動にご活用ください。

新潟市では、犯罪のない安心・安全なまちづくりを目指し、ご自身やご家
族等が犯罪に巻き込まれないために必要な知識を身につけていただくため、
自治会、町内会、放課後児童クラブ、老人クラブ、その他団体に対する「防
犯講習会」を開催しています。

・ 新潟市内の犯罪発生状況
・ 子どもの安全対策
・ 振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺の手口と対策
・ 空き巣などの住宅への侵入犯罪の手口と対策
・ ＤＶＤ上映 など

防犯講習会メニュー

●申し込み期日
派遣を希望する１か月前まで
にお申し込みください。

●講師
新潟市役所の防犯指導員
（警察ＯＢ）が伺います。

●時間
６０分程度

（ある程度調整できます）

●費用
交通費や謝礼などは一切必要ありません。

（会場等の使用料が必要な場合は、団体・グループ等
の皆さんで負担をおねがいします。）

●申し込み用紙など
新潟市ホームページに
掲載されています。
ご不明点は、下記お問い合わ
せ先までお電話ください。
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○ 新潟市の犯罪が減少しています！

～刑法犯総数３，７３９件（前年比－４９９件）

○ 特殊詐欺の被害件数と被害額が、ともに減少しています！
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　地域での見守りにはメンバー集めに苦労している団体が多いようです。そこで、立正大学文学部社
会学科の小宮信夫教授が推奨されている効果的なパトロールのポイントや、児童への防犯教育のヒン
トをご紹介します。

見守りのポイント

1子どもが被害者となる犯罪の内訳
　8割 ＝ 言葉巧みに騙し、本人の意思でついて来させる（犯人は決して怪しい身なりではない！）
　2割 ＝ いきなり無理矢理連れ去る

日本ではこの2割に対する警戒ばかりが行われている（防犯ブザー配布、怪しい不審者に付いて
行かない教育、怪しい人を不審者として探すパトロールなど）。
これでは8割を占める手口に対応できず、被害はなくならない。

2犯罪発生のメカニズム

動機 機会 実行

　犯罪の機会をなくすことはできる。
　機会をなくせば実行を阻止できる。
　　　　　　　　　　＝ 犯罪機会論

動機を抱かないようにするのは不可能。
動機を持っている人物を見抜くこともできない。

3犯罪機会をなくすために
（1）ホットスポットの特定

　例）歩道橋の上（犯人と子どもが接触していても、周囲から見えない）
街路樹や植え込みが続いている道路
道路沿いの植え込みが途切れた箇所（そこに車を止めて誘い込み、連れ去る）
住宅の窓から遠い、もしくは建物の壁に囲まれた公園
公園のトイレの物陰
公園の遊具とベンチ（不審者がベンチに座って子どもを物色していても違和感がない）
通学路に面した駐車場（不審車両が駐車して犯人が子どもを物色していても目立たない）
駐車車両が多い道路沿い（不審車両が駐車して犯人が子どもを物色していても目立たない）
通学路に面している空き家
壁で遮られている外階段の踊り場
開けた空き地、もしくは田畑の中の道路（家から離れていると様子がよく見えない）

ホットスポットとは？

＝

入りやすく見えにくい場所

4



（2）ホットスポットに注力したパトロール
① 人物に注目するのではなく、（1）ホットスポットの例にある「景色」に注目する。
 　犯罪者の心理を先回りする。パトロール箇所の選択と集中。
　 → 高齢化などにより人数の確保が困難でも、効率的なパトロールが可能。
② それぞれのホットスポットを巡視する順路を時々変えたり、引き返す。
 　→ パトロールの順路を犯人に読まれないようにする。
③ お揃いのジャンパーなどを着用することで、パトロールの存在を示す。
④ ゴミが落ちていれば拾い、落書きがあれば消す。
 　→ 地域の目が行き届いている場所であることを示す。
⑤ それぞれのスポットに5〜10分留まり、駐車車両やそこに長くいる人に目を向ける。
 　→ 犯行の動機を持つ人を見破れなくても、バレていると思わせる（犯人を騙す）。
⑥ 人が乗ったまま停車している車をノックして声を掛けたり、留まっている人に笑顔で挨拶。
 　→ 犯行を断念させ、立ち去らせる。→ 犯罪の機会をなくす。

（3）子どもたちが「景色」で状況判断できる力を養う
　①  全体の8割を占める手口の犯人を、外見や行為で見抜くのは無理。また、顔見知りによる犯行も

跡を絶たないことから、知らない人に注意するだけでは不十分。
　②  決め手になるのは、声を掛けられた場所の「景色」。そこが「入りやすく見えにくい場所」なら、

警戒しなくてはならない。
　③  子どもたちがこのことを知っているだけで、8割の手口による犯行の大部分を未然に防ぐことが

できる。

4安全マップ作り（危険箇所の洗い出し作業）で陥りやすい3つの思い込み
　（1）死角　　　　　 → 見通しが良さそうに思われる場所でも、ホットスポットになり得る。
　（2）人通りが少ない → 人通りが多いと、逆に子どもに注意を向ける人がいなくなる（責任分散化）。

必ず人通りが途絶える瞬間があり、そこを犯人は狙っている。
子どもを狙う犯人が大好きな3つの場所 ＝「学校近辺」「公園」「団地」

　（3）夜になると暗い → 街灯を設置しても昼の景色に戻るだけ。
→ 昼安全な場所なら夜も安全になる。
→ しかし、昼危険な場所は街灯を設置しても夜安全になる訳ではない！

5下校時間帯に合わせた外出
　登校時間帯に比べ、下校時間帯の見守りがより困難です。地域の人たちが散歩、買い物、玄関先の
水遣りなどどのような用事でもよいので、下校時間帯に意識して外出し、周囲に気を配っていただく
だけでも犯罪を抑止する力になり得ます。

　皆が笑顔で挨拶する地域 → 地域の人たちから先に挨拶されると、犯罪を遂行しづらい
　ゴミや落書きのない地域 → 地域の目が行き届いていることが分かると、犯行を断念
 ⇒ 安心安全なまちづくり！

6みんなで挨拶し合う明るい地域へ

5



6

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

●�

活
動
を
通
じ
て
『
地
域
防
犯
』
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
や
り
が

い
や
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
防
犯
の
方
法
に
正
解
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
住
民
に
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
、
地

域
で
見
守
る
」
と
い
う
意
識
が
大
切
で
あ
り
、
地
道

な
活
動
を
継
続
し
て
い
く
し
か
方
法
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
先
般
の
西
区
の
悲
惨
な
事
件
は
、
地
域
の
見

守
り
の
隙
を
狙
っ
た
犯
行
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

児
童
を
自
宅
へ
送
り
届
け
る
途
中
で
、
歩
き
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
す
。
親
や
友
だ
ち
、
学
校

の
先
生
に
言
い
づ
ら
い
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

そ
っ
と
話
し
掛
け
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
話
に
そ
っ
と

耳
を
傾
け
て
聞
い
て
や
り
ま
す
。
小
さ
な
手
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
を
優
し
く
握
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
は
温
ま
り
ま
す
。

●�

活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
初
、
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
合
時
刻
を
一
律
午

後
四
時
と
し
て
い
た
た
め
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
開
始
時
刻
ま
で
の
拘
束
時
間
が
長
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
の
帰
宅
時
間
に
合
わ
せ
て
ダ
イ
ヤ
を
組
む
こ

と
で
、
拘
束
時
間
を
効
率
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
冬
場
の
帰
宅
途
中
の
雪
だ
ま
り
で
遊

ぶ
児
童
が
多
く
、
な
か
な
か
歩
い
て
く
れ
ず
、
困
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
都
合
等
で
送
り
の
時
刻
な
ど
が

急
に
変
更
に
な
る
こ
と
が
発
生
し
ま
す
が
、
ひ
ま
わ
り
ク

ラ
ブ
支
援
員
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

●�

他
団
体
・
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

情
報
の
共
有
先
と
し
て
、
有
明
台
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
、
有
明
台
小
学
校
、
有
明
台
交
番
が
あ
り
ま
す
。

着
用
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
パ
ー
及
び
帽
子
は
新
潟
県

共
同
募
金
会
新
潟
市
共
同
募
金
委
員
会
の
共
同
募
金

「
公
募
型
助
成
事
業
」
で
整
え
ま
し
た
。
冬
期
間
用
の

ベ
ン
チ
コ
ー
ト
は
、
新
潟
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
地

域
活
動
補
助
金
に
よ
り
整
え
ま
し
た
。

●�

中
央
区
の
『
地
域
防
犯
』
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

昨
年
の
二
月
に
中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
中
央
区
地
域
福
祉
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
、

帰
宅
支
援
事
業
活
動
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。「
地
域

防
犯
」
に
役
立
て
て
ほ
し
い
の
で
、
今
後
も
活
動
報

告
を
重
ね
る
中
で
、
他
の
コ
ミ
協
の
皆
さ
ん
に
普
及

啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ボランティア活動予定表 取材中

ひまわりクラブを出発

帰りの児童を待つボランティア

今日は楽しいことあった？
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●�

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
交
通
事
故
や
誘
拐

事
件
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
放
課
後
、
ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ブ
に
通
う
一
人
帰
り
の
児
童
を
自
宅
ま

で
送
り
届
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

守
る
と
い
う
見
守
り
活
動
で
、
新
潟
市
内
で
は
唯
一

当
コ
ミ
協
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

有
明
台
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る
児
童

は
八
二
名
で
す
。
そ
の
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て

「
一
人
帰
り
帰
宅
支
援
事
業
」
の
利
用
希
望
の
有
無
と

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土
日
祝
日
は
お
休
み
）

の
午
後
四
時
か
ら
六
時
の
間
を
三
〇
分
間
隔
で
希
望

を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
希
望
の
帰
宅
時
間
に
沿
っ
て
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
一
二
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

割
り
振
り
ま
す
。
一
日
平
均
一
五
名
の
児
童
を
送
り

届
け
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
新
潟
市
の
助
成
事
業
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
支
給
す
る
手
当
、
保
険
料
等
の
経
費
に

対
し
て
補
助
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

放
課
後
、
学
校
か
ら
歩
い
て
一
キ
ロ
離
れ
た
ひ
ま

わ
り
ク
ラ
ブ
ま
で
通
う
姿
に
学
校
に
近
い
場
所
へ
の

移
転
を
希
望
す
る
一
方
、
交
通
事
故
や
誘
拐
事
件
な

ど
か
ら
、『
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
』
体
制
づ

く
り
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

平
成
二
七
年
六
月
に
「
新
潟
市
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
地
域
活
動
補
助
金
交
付
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
、
ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ブ
支
援
員
か
ら
、
小
学
校
下
校
か
ら
ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ブ
ま
で
の
見
守
り
に
つ
い
て
当
コ
ミ
協

に
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
連
携
モ
デ
ル
事
業
計
画
を
市
へ
提

出
し
、
平
成
二
八
年
八
月
、
コ
ミ
協
主
催
で
自
治
会
・

町
内
会
代
表
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
P
T
A
三

役
、
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
、
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
支
援

員
、
小
学
校
長
及
び
中
央
区
地
域
課
な
ど
関
係
機
関

が
集
ま
り
、「
帰
宅
支
援
」
の
仕
組
み
・
ル
ー
ル
策
定

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
開
始
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

コ
ミ
協
が
一
人
帰
り
児
童
の
帰
宅
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
近
隣
に
瞬
く
間
に
広
が
り
、

急
激
に
児
童
数
が
増
え
ま
し
た
。

当
然
、
利
用
す
る
児
童
が
増
え
る
た
め
、
帰
宅
時
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
、
校
区

内
の
自
治
町
内
会
を
通
じ
て
回
覧
形
式
で
募
集
し
ま

し
た
が
、
結
果
は
期
待
通
り
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
総
勢
十
二
名
を
確
保
で
き
た
の
で
、
今

後
も
「
一
人
帰
り
帰
宅
支
援
事
業
」
の
需
要
は
、
ま

す
ま
す
増
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
方
法
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、無
償
で
は
な
く
、

一
日
何
回
送
っ
て
も
三
百
円
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
児
童
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

負
担
の
軽
減
、
透
明
性
を
基
本
に
、
最
終
帰
宅
支
援
の

時
に
は
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
宅
と
帰
宅
支
援
方
向

が
で
き
る
だ
け
同
じ
に
な
る
よ
う
に
組
む
な
ど
、
ボ
ラ

有
明
台
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

●活動名（団体名）：
　 有明台小学校区
　コミュニティ協議会
●何名くらいで活動：
　主要メンバー12名
●どんな人が活動：
　 エリア内からボランティ

ア募集に応募した方
●男女比：
　男性5人、女性7人
●年　代：
　40～80代

構　成

活
動
事
例
①

～
ひ
と
り
帰
宅
支
援
は
地
域
の
力
で
～
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●�
活
動
を
通
じ
て
『
地
域
防
犯
』
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
や
り
が

い
や
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

年
四
回
の
コ
ミ
協
合
同
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

必
ず
会
っ
た
方
に
は
声
を
掛
け
ま
す
。
声
を
掛
け
る

こ
と
が
犯
罪
抑
止
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
会
っ

た
方
に
「
お
ば
ん
で
す
」
と
声
を
掛
け
る
と
「
ご
苦

労
さ
ま
で
す
」
と
言
葉
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

が
、
活
動
の
糧
に
な
り
、
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

●�

活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
三
二
の
自
治
会
・
町
内
会
が
あ
り
、
役
員

の
方
は
高
齢
者
が
多
い
で
す
。
そ
こ
を
な
ん
と
か
若

い
方
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
パ
ト
ロ
ー
ル

推
進
員
」
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

コ
ミ
協
合
同
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
参
加
者
に
は
、
一
回

の
参
加
に
つ
き
一
ポ
イ
ン
ト
を
差
し
上
げ
、
防
災

グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
八
ポ
イ
ン

ト
で
折
り
た
た
み
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
椅
子
付
リ
ュ
ッ
ク
、

二
〇
ポ
イ
ン
ト
で
津
波
防
災
救
命
胴
衣
な
ど
で
す
。

登
録
は
一
〇
〇
人
規
模
に
も
な
り
ま
し
た
。

●�

中
央
区
の
『
地
域
防
犯
』
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

行
政
、
警
察
、
地
域
が
手
を
つ
な
ぎ
、
一
体
と
な
っ

て
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
強
い
信
念
で
今
後
も
活
動
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「特殊詐欺に騙されてはイカん！」グッズ

戸別訪問で防犯への注意喚起

入舟地区防犯協会高橋会長
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●�

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
中
に
四
つ
の
部
会
が
あ

り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
安
全
環
境
部
会
の
中
で
防
犯

と
交
通
安
全
を
兼
ね
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
隔

月
で
役
員
会
を
行
い
、
毎
月
第
二
月
曜
日
に
は
各
自

治
会
・
町
内
会
長
さ
ん
が
近
く
の
交
差
点
で
街
頭
指

導
を
実
施
し
、
平
成
二
九
年
度
は
一
九
日
間
で
延
べ

五
〇
〇
人
強
の
方
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
自
治
会
・
町
内
会
独
自
に
「
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
年
四
回
の
コ
ミ
協
合
同
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

で
は
六
〇
名
規
模
で
実
施
し
、
五
月
、
一
〇
月
の
イ

ベ
ン
ト
時
に
は
警
察
署
と
合
同
で
特
殊
詐
欺
撲
滅
の

P
R
を
行
う
ほ
か
、
冬
に
は
市
か
ら
除
雪
機
械
を
借

用
し
、
通
学
路
の
確
保
の
た
め
除
雪
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
中
央
区
で
初
め
て
青
色
防
犯
灯
を
設

置
し
た
り
、
青
色
回
転
灯
を
備
え
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
を
導
入
し
た
り
し
て
い
ま
す
。（
こ
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
P
10
・
11
を
参
照
）

●
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

こ
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。
地
域
の
交
番
と
協
力
し
合

い
、
防
犯
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

緊
急
性
の
あ
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
警
察
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
防
犯
に
対
し
て
防
犯
協

会
が
窓
口
に
な
り
、「
し
も
ま
ち
」
に
は
不
審
者
を
寄

せ
付
け
な
い
こ
と
、
こ
れ
が
一
番
の
目
標
で
す
。

入
舟
地
区
防
犯
協
会

●活動名（団体名）：
　 入舟地区防犯協会
●何名くらいで活動：
　 主要メンバー17名、
　夜間パトロール60名、
　登録100名
●どんな人が活動：
　 主に自治会・町内会長
　及び地域の方
●男女比：
　男性8割、女性2割
●年　代：
　平均65歳

構　成

～
合
い
言
葉
は「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」～

活
動
事
例
②

買い物客へ詐欺防止の喚起活動
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毎
朝
環
境
美
化
を
兼
ね
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
不
定
期
で
す
が
、
夜
間
「
青
パ
ト
」
で
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
犯
罪
者
を
寄
せ

付
け
な
い
町
と
し
て
警
戒
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
青
パ
ト
」
で
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活

動
を
実
施
し
て
い
る
と
き
に
、「
青
パ
ト
」
を
見
つ
け

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
手
を

振
っ
て
も
ら
え
た
り
す
る
こ
と
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
、

も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

●�

活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

決
ま
っ
て
い
る
通
学
路
を
通
ら
な
い
子
ど
も
も
い

る
た
め
、
安
全
が
守
れ
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、

学
校
側
に
申
し
入
れ
、
改
善
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

昨
年
五
月
に
発
生
し
た
西
区
の
悲
惨
な
事
件
後
、

危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
（
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
）
が
増

え
、
そ
の
点
検
の
た
め
に
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
も
っ
と
人
手
が
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●�

他
団
体
・
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
交
番
で
あ
る
豊
照
交
番
・
附
船
交
番
、
中

央
警
察
署
、
日
和
山
小
学
校
な
ど
と
連
絡
を
密
に
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

●�

中
央
区
の
『
地
域
防
犯
』
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

各
自
治
会
・
町
内
会
の
防
犯
担
当
者
の
方
々
が
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
担
当

者
の
高
齢
化
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

各
地
区
の
P
T
A
役
員
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

方
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
央

区
役
所
の
ご
指
導
を
頂
き
、
防
犯
活
動
の
推
進
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
守
る
」「
地
域
の
安
全
は
地

域
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

出発式の様子

青パト発進

出発式に集まった方々
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●
現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

青
色
回
転
灯
を
使
用
し
た
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

（
通
称
「
青
パ
ト
」）
は
、
平
成
二
八
年
の
一
二
月
か

ら
個
人
で
始
め
た
も
の
で
、
見
回
り
の
範
囲
は
中
央

区
全
域
で
す
が
、
主
に
日
和
山
小
学
校
区
で
す
。
パ

ト
ロ
ー
ル
で
の
走
行
距
離
が
場
合
に
よ
っ
て
は
、
週

三
〇
〇
キ
ロ
に
な
る
時
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
報
酬
が
原
則
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
青
色
ラ
イ
ト
以
外
、
車
の
維
持
費
（
ガ
ソ
リ
ン

代
や
保
険
の
費
用
な
ど
）
は
受
け
取
っ
て
い
ま
せ
ん

し
、
今
後
も
受
け
取
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
は
定
年
後
ま
も
な
く

行
い
ま
し
た
が
、
特
に
、
登
下
校
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
る
た
め
に
、
何
か
良
い
方
法
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
て
い
る
と
き
、
中
央
区
総
務
課
の
担
当

者
か
ら
「
青
パ
ト
」
の
説
明
を
聞
き
、
こ
れ
だ
と
思

い
申
請
し
ま
し
た
。

私
に
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
た
び
に
、
自
信
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る
活
動
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
区

の
も
っ
と
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
自
身
の
目
標
と
し
て
は
、
そ
こ
ま
で
や
れ
る
か

ど
う
か
疑
問
で
す
が
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

さ
れ
る
大
分
県
の
尾
畠
春
夫
さ
ん
で
す
。

●�

活
動
を
通
じ
て
『
地
域
防
犯
』
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
や
り
が

い
や
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
抑
止
力
と
し
て
、
私
た
ち
の
自
治
会
は
、

青
色
回
転
灯
を
使
用
し
た
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

●活動名（団体名）：
　 青色回転灯を使用した
　自主防犯パトロール
●活動者
　 阿部　幹雄さん

構　成

～
青
パ
ト
を
使
っ
て
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
～

活
動
事
例
③
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夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
悪
い
こ

と
は
で
き
な
い
ぞ
！
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
も
ら

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
の
目
標

が
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

●�

活
動
を
通
じ
て
『
地
域
防
犯
』
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
や
り
が

い
や
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
地
域
も
か
な
り
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
と

少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
住
民
同
士
の
人
間
関

係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
活
動
自
体
は
単
純
な
内
容
で
す
が
、
活

動
中
に
地
域
の
こ
と
、
社
会
の
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
話
題
が
出
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
町
内
の
地

域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
し
ず
つ

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
防
犯
の
や
り
方
に
正
解
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

●�

活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
龍
ヶ
島
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
は
、
全
隊
員
の

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
、

隊
員
の
年
齢
構
成
に
占
め
る
割
合
で
は
、
五
〇
歳
代

以
上
が
八
割
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
活

動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い
人
た
ち
か
ら

入
隊
し
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
が
、

現
在
の
隊
員
が
口
コ
ミ
等
で
声
掛
け
を
し
て
も
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
喫
緊
の

最
大
の
課
題
で
す
。

●�

他
団
体
・
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
東
龍
ヶ
島
町
内
自
治
会
や
西

竜
ヶ
島
町
内
会
の
組
織
で
は
な
く
、
全
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
が
、
東
龍
ヶ
島
町
内
自
治
会
か
ら

活
動
に
必
要
な
消
耗
品
程
度
の
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

中
央
区
の
『
地
域
防
犯
』
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

地
域
防
犯
活
動
は
、
大
上
段
に
構
え
る
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
細
々
だ
と
し
て
も
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

中
央
区
内
の
他
の
団
体
に
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

夜間の様子

日中の様子
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●�

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

毎
週
水
曜
日
、
午
後
八
時
三
〇
分
に
町
内
の
中
心

で
あ
る
沼
垂
四
ツ
角
に
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
メ
ン
バ
ー

が
集
合
し
、
点
呼
を
取
っ
た
う
え
で
二
班
に
分
か
れ
、

代
表
の
出
発
の
合
図
で
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
時
間
は
そ
の
日
の
天
候
等
に
も
よ
り
ま

す
が
、
平
均
三
〇
分
く
ら
い
か
け
て
集
合
場
所
に
戻

り
、
参
加
者
全
員
の
安
否
を
確
認
し
て
終
わ
り
ま
す
。

常
に
四
〜
五
名
の
団
体
行
動
で
活
動
す
る
よ
う
全
隊

員
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

活
動
中
の
各
隊
員
の
服
装
等
は
、
夜
間
用
チ
ョ
ッ

キ
（
蛍
光
塗
料
付
き
）
を
着
用
す
る
こ
と
と
し
、
ラ

イ
ト
を
携
帯
の
う
え
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。当

町
内
は
、
住
宅
地
図
で
は
分
か
り
に
く
い
細
い

通
路
が
多
い
地
域
で
す
。
空
き
家
も
段
々
と
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
時
は
、
こ
の
よ
う
な
狭

い
小
路
に
ラ
イ
ト
を
当
て
る
ほ
か
、
空
き
家
の
様
子

を
丁
寧
に
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。

●
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
成
四
年
に
町
内
で
泥
棒
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
で
町
内
か
ら
「
自
分
た
ち
の

町
内
の
安
心
・
安
全
は
自
ら
の
行
動
で
守
る
」
と
い

う
声
が
大
き
く
な
り
、
町
内
の
有
志
に
対
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
）
で
活
動
し
よ
う
と
働
き
か
け

た
こ
と
が
、
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

週
一
回
の
活
動
な
の
で
、
決
し
て
頻
度
が
多
い
活

動
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
ど
も
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
が
、
町
内
の
外
か
ら
見
た
と
き

に
「
東
龍
ヶ
島
町
内
自
治
会
、
西
竜
ヶ
島
町
内
会
は

東
龍
ヶ
島
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

●活動名（団体名）：
　 東龍ヶ島パトロール隊
●何名くらいで活動：
　10名
●どんな人が活動：
　 東龍ヶ島町内自治会及び

西竜ヶ島町内会のエリア
内からボランティア募集
に応募された方

●男女比：
　男性9人　女性1人
●年　代：
　30代から70代

構　成

～
町
内
の
安
心
・
安
全
は
自
ら
行
動
で
～

活
動
事
例
④

危険箇所の点検
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●�
活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
よ
う
に
関
心
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
方
も
い
れ
ば
、
無
関
心
な
方
も

多
い
と
い
う
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。

●�

他
団
体
・
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
協
で
も
「
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

の
ぼ
り
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
防
犯
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
の
共
有
や
連
携
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

●�

中
央
区
の
『
地
域
防
犯
』
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

理
念
、
方
針
、
計
画
と
い
っ
た
具
体
的
、
実
践
的

な
指
針
を
明
確
に
成
文
化
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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●�

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
、

自
転
車
の
荷
物
カ
ゴ
に
貼
る
「
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
中
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を
五
〇
枚
製
作
し
、

配
布
し
ま
し
た
。
自
転
車
で
買
い
物
や
地
域
巡
回
中

に
人
目
に
つ
き
、
防
犯
の
抑
止
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
車
で
の
走
行
時
に
地
域
の
防
犯

と
事
故
防
止
を
目
的
に
、
車
用
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
ス

テ
ッ
カ
ー
の
配
布
も
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
代
役
を
目
的
に
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

取
り
付
け
推
奨
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通

学
時
間
帯
に
自
宅
前
で
の
見
守
り
も
し
て
い
ま
す
。

●�

活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
五
月
の
西
区
小
針
で
の
悲
惨
な
事
件
を
受
け
、

ど
こ
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
始
め
ま

し
た
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
所
だ
か
ら
“
住
ん
で
よ

か
っ
た
”
と
思
え
る
町
内
に
し
た
い
気
持
ち
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

安
心
で
安
全
で
、
環
境
が
良
く
、
清
潔
な
地
域
と

い
う
の
は
人
任
せ
で
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
実

現
し
な
い
「
知
り
合
い
、
学
び
合
い
、
助
け
合
う
」

町
内
会
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

自
治
会
、
町
内
会
で
有
効
な
活
動
を
考
え
て
実
践

す
る
こ
と
で
す
。
朝
夕
の
犬
の
散
歩
時
に
腕
章
を
付

け
て
も
ら
っ
た
り
、
自
転
車
で
買
い
物
及
び
地
域
で

走
行
す
る
場
合
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
付
け
て
も
ら
っ
た

り
、
地
域
内
で
の
見
守
り
活
動
を
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。

姥
ケ
山
六
丁
目
町
内
会

●活動名（団体名）：
　姥ケ山六丁目町内会
●何名くらいで活動：
　27名
●どんな人が活動：
　町内会の役員
●男女比：
　男性18名、女性9名
●年　代：
　男性は60歳代、
　女性は児童保護者が参加

構　成

～
自
転
車
ス
テ
ッ
カ
ー
で
地
域
の
安
心
～

活
動
事
例
⑤
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●�
活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
趣
旨
に

合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
建
設
、
ガ
ス
工
事
、
誘
導
員
派
遣
業
者

等
と
同
じ
よ
う
に
公
共
の
道
路
工
事
の
現
場
で
は
、

誰
か
が
作
業
し
て
い
る
の
で
抑
止
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
不
審
者
が
い
な
い
か
、
目
配
り
気
配
り
が
効

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

●�

他
団
体
・
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

関
連
団
体
と
し
て
は
、
主
に
市
水
道
局
か
ら
の
工

事
を
す
る
業
者
が
多
い
で
す
。
業
界
関
連
業
者
は
同

志
で
す
。

市
水
道
局
か
ら
の
事
故
事
例
報
告
に
気
を
付
け
て
、

交
通
安
全
や
事
件
発
生
時
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
情
報
提
供
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
で

な
く
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
知
っ
た
後
に
、
何
か
あ
っ
た

ら
動
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
常
に
持
っ
て
い
ま
す
。

●�

中
央
区
の
『
地
域
防
犯
』
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

積
極
的
な
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
目
配
り
気
配

り
で
目
立
た
な
く
日
常
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
何
か
あ
れ

ば
警
察
等
に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

工
事
の
お
知
ら
せ
を
世
帯
ご
と
に
配
付
す
る
場
合

に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
も
気
を
配
り
ま
す
。

お
年
寄
り
に
声
掛
け
し
て
も
応
答
が
な
か
っ
た
り
、

電
気
が
つ
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
警

察
や
関
係
機
関
に
連
絡
を
取
り
対
処
し
て
い
ま
す
。
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株
式
会
社 

中
山
工
務
店

●活動名（団体名）：
　（株）中山工務店
●何名くらいで活動：
　69名
●どんな人が活動：
　 工事現場により異なるが

4～5名
●男女比：
　工事の性格上男性が主流
●年　代：
　20～50歳代

構　成

～
工
事
現
場
で
の
見
守
り
防
犯
～

活
動
事
例
⑥

●�

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

新
潟
市
水
道
局
よ
り
水
道
管
敷
設
工
事
を
請
け

負
っ
て
い
る
会
社
な
の
で
、
地
域
防
犯
組
織
と
認
識

が
異
な
り
、
市
全
域
の
工
事
現
場
で
通
行
人
の
誘
導

に
併
せ
て
周
辺
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
場
周
辺
で
何
か
事
故
、
事
件
が
あ
っ
た
時
に
は
協

力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
防
衛
と
し
て
社
員
の

交
通
事
故
防
止
と
と
も
に
、
車
で
の
走
行
が
地
域
の

防
犯
に
役
立
つ
と
思
い
、
社
有
車
す
べ
て
に
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
。

●
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
水
道
局
発
注
の
公
共
工
事
が
主
な
事
業
な
の
で
、

会
社
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
各
工
事
現

場
周
辺
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
見
守
り
防
犯
に
協
力
し
て

い
ま
す
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
の
活
動
な
の
で
、
社
会

常
識
と
し
て
地
域
の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

●�

活
動
を
通
じ
て
『
地
域
防
犯
』
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
や
り
が

い
や
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

業
務
を
通
じ
た
地
域
の
見
守
り
が
社
会
貢
献
活
動

に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
私
た

ち
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

社
と
し
て
は
、
人
間
と
し
て
社
員
が
成
長
で
き
る
よ

う
社
会
人
教
育
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
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域
の
方
に
感
謝
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
更
な

る
活
動
へ
の
意
欲
や
将
来
に
つ
な
が
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●�

活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
校
に
入
学
し
て
く
る
学
生
に
は
、
も
と
も
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
あ
る
学
生
が
多
い
で
す
。
当
校

に
は
学
生
が
自
発
的
に
発
案
し
実
行
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
プ
ラ
ン
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、
海
岸
や

駅
周
辺
な
ど
で
の
清
掃
活
動
や
介
護
施
設
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
学
生
が
自
ら
の
発
案
で
行
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
遠
方
よ
り
通
っ
て
く
る
学
生
は

見
守
り
活
動
や
こ
う
い
っ
た
活
動
に
参
加
し
に
く
い

と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

●�

他
団
体
・
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
市
の
市
民
生
活
課
や
中
央
区
役
所
の
総
務
課
、

警
察
や
消
防
署
、
南
万
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

●�

中
央
区
の
『
地
域
防
犯
』
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

地
域
と
学
校
と
が
連
携
を
し
な
が
ら
防
犯
活
動
を

行
っ
て
い
く
中
で
、
地
域
住
民
と
学
生
間
の
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
強
ま
り
、
と
も
に
地
域
の
安
全
・

安
心
に
向
け
て
取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

専門学校1階エントランス

取材中パトロールに学生ボランティアが参加している様子
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●�

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
、
月
一
回
駅
前
繁
華
街
を
警
察
・
防
犯
連

合
会
・
地
元
の
方
と
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
新
潟
駅
前

地
区
環
境
健
全
化
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
聞
き
、
同
行
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
南
万
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

主
催
の
避
難
訓
練
や
南
万
代
小
学
校
の
行
事
・
校
外

活
動
時
の
見
守
り
活
動
、
南
万
代
小
学
校
ふ
れ
あ
い

ス
ク
ー
ル
の
補
助
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

学
校
の
特
性
と
市
か
ら
の
誘
い
も
あ
り
、「
に
い
が

た
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
平
成

一
九
年
に
登
録
し
ま
し
た
。
同
校
に
在
籍
し
て
い
る

学
生
は
警
察
・
消
防
・
そ
の
ほ
か
の
公
安
系
公
務
員

を
目
指
す
学
生
も
多
く
、
職
業
と
直
結
す
る
活
動
を

す
る
こ
と
で
学
生
の
「
地
域
貢
献
」
の
機
会
を
作
り
、

地
域
に
根
差
し
た
学
校
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

学
生
に
は
将
来
、
地
域
貢
献
や
治
安
維
持
に
自
主

的
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●�

活
動
を
通
じ
て
『
地
域
防
犯
』
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
や
り
が

い
や
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
・
防
災
意
識
の
低
い
人
や
無
い
人
で
も
、
活

動
を
し
て
い
る
人
を
見
て
少
し
で
も
感
化
さ
れ
、
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ

た
り
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
学
生
も
、
地

新
潟
公
務
員
法
律
専
門
学
校

●活動名（団体名）：
　新潟公務員法律専門学校
●何名くらいで活動：
　約30名
●どんな人が活動：
　 同校の学生
●男女比：
　男性9割、女性1割
●年　代：
　19歳

構　成

～
未
来
に
向
け
て
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

活
動
事
例
⑦

パトロールに集まった学生ボランティア
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元
気
よ
く
返
事
を
す
る
子
も
い
ま
す
し
、
小
さ
な
声

で
返
事
を
す
る
子
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
「
お
じ

さ
ん
、
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」、「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ
る
子
も

い
ま
す
。
私
も
笑
顔
で
返
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
挨
拶
を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ら
う
と
勇
気

が
湧
き
、
嬉
し
く
な
り
、
や
る
気
に
も
な
り
ま
す
。

自
分
も
一
緒
に
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。

●�

活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
冬
の
大
雪
は
特
に
で
す
が
、
雪
が
降
る
と

歩
道
の
幅
が
狭
く
な
り
、
滑
る
う
え
雪
除
け
し
た
後

す
ぐ
に
除
雪
車
が
来
て
雪
の
塊
が
で
き
て
し
ま
う
。

歩
行
者
が
通
り
や
す
い
よ
う
、
雪
除
け
を
や
り
直
す

こ
と
は
苦
労
し
ま
す
。
ま
た
、
夏
の
猛
暑
が
続
く
と

自
分
の
体
力
と
の
戦
い
に
な
り
ま
す
し
、
熱
中
症
対

策
に
苦
労
し
ま
す
。

工
夫
し
て
い
る
点
は
、
挨
拶
が
き
っ
か
け
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
に

も
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
手
本
に

な
ら
な
い
大
人
も
い
ま
す
の
で
、
信
号
を
守
ら
な
い

自
転
車
の
人
に
は
「
子
ど
も
が
通
る
の
で
注
意
を
し

て
通
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
協
力
を
求
め
る
声
掛
け
も

し
て
い
ま
す
。

●�

他
団
体
・
関
係
機
関
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

南
万
代
小
学
校
は
も
ち
ろ
ん
南
万
代
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
や
交
通
安
全
推
進
協
議
会
と
も
協
力

し
て
い
ま
す
。

●�

中
央
区
の
『
地
域
防
犯
』
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

危
険
個
所
検
討
会
議
が
昨
年
行
わ
れ
、
地
域
・
学

校
・
警
察
・
区
役
所
の
方
が
集
ま
り
、
実
際
に
現
地

に
行
き
ま
し
た
。
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
危
険
な
小

路
な
ど
を
実
際
に
見
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ

ら
た
め
て
多
く
の
方
々
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。（
南
万
代
小
学
校
・
中
村
教
頭
先

生
）こ

の
よ
う
な
活
動
を
す
る
こ
と
は
抑
止
効
果
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。（
菅
野
さ
ん
）

取材中届けられた感謝状
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●�

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
の
登
校
時
は
自
宅
近
く
の
交
差
点
で
、
下

校
時
に
は
午
後
三
時
頃
か
ら
南
万
代
小
学
校
前
の
交

差
点
で
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
・
そ
の
他
の
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

万
代
シ
テ
ィ
や
学
校
か
ら
遠
い
駅
南
の
マ
ン
シ
ョ
ン

方
面
に
子
ど
も
が
一
人
で
帰
る
際
、
特
に
一
年
生
の

子
ど
も
か
ら
「
つ
い
て
来
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」
と

の
要
望
が
あ
る
時
、
ま
た
は
、
危
な
い
な
と
思
う
時

は
送
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●�

活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

退
職
後
、
病
気
に
な
り
身
体
に
少
し
障
が
い
が
残

り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
市
の
街
頭
指
導
の
市
報
を
見

て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
何
か
お
手
伝
い
で
き
た
ら

と
平
成
二
四
年
か
ら
や
す
ら
ぎ
堤
の
ゴ
ミ
拾
い
を
始

め
ま
し
た
。
七
年
前
か
ら
学
校
の
先
生
方
の
姿
を
見

て
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
や
そ
の
他
の
事
件
に

遭
わ
せ
た
く
な
い
と
思
い
、
登
下
校
時
の
街
頭
指
導

を
始
め
ま
し
た
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
・
安
穏
を
目
指
し
、

未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
事
故
や
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
安

心
・
安
全
に
住
め
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

●�

活
動
を
通
じ
て
『
地
域
防
犯
』
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
や
り
が

い
や
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

朝
は
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」、
下
校
時
は
「
お

か
え
り
」「
さ
よ
う
な
ら
」
と
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

南
万
代
小
学
校
子
ど
も
見
守
り
隊

●活動名（団体名）：
　 南万代小学校
　子ども見守り隊
●何名くらいで活動：
　計27名
●どんな人が活動：
　 民生委員・児童委員の方や

時間の許されるボラン
ティアの方

　 （菅野輝昭さんは下校時
　お一人で見守り活動を実施）
●男女比：
　 男性10名、女性17名
●年　代：
　60代の方が多い

構　成

～
子
ど
も
の
下
校
時
の
見
守
り
～

活
動
事
例
⑧

横断歩道は手を挙げて
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も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
源
川
隊
長
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
と
い
う
団
体
で
は
、
毎
週
水
曜

日
の
朝
六
時
半
か
ら
古
町
五
番
町
で
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
地
域
の
お
年
寄
り
な
ど

三
〇
名
程
度
が
参
加
し
て
、
体
操
が
終
わ
っ
た
後
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
団
ら
ん
を
し
て
、
地
域
の
い
い

社
交
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
子
ど
も
た
ち

も
一
緒
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
、
世
代
間
の
交
流

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

朝
は
い
ろ
い
ろ
忙
し
い
か
な
。

（
高
橋
校
長
）

子
ど
も
た
ち
と
の
直
接
の
交
流
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
教
員
の
事
務
の
一
部
を
地
域
の
方
か
ら
手
伝
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
名
も
「
ね
こ
の
手
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
通
称
：
ね
こ
ボ
ラ
）」。
修
学
旅
行
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
組
ん
だ
り
、
文
化
祭
作
品
展
示
の

台
紙
を
貼
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
週
一
回
二
時
間
、

二
一
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
登
録
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
お
孫
さ
ん
が
い
る
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
も
、
ご
自
身
が
地
域
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
声
も
。

「
ね
こ
ボ
ラ
」
さ
ん
に
も
、
こ
の
見
守
り
活
動
を
広
げ

て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●�

活
動
し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
そ
の
工
夫
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
高
橋
校
長
）

先
日
、
全
校
集
会
で
児
童
に
こ
の
バ
ン
ダ
ナ
の
主

旨
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、「
こ
の
バ
ン
ダ
ナ
を

つ
け
て
い
る
人
を
街
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
手
が
上
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
地
域
の
方
に
も
浸

透
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
ね
。
井
上
P
T
A
会
長

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
に
も
お
知
ら
せ

と
併
せ
て
、
バ
ン
ダ
ナ
を
各
世
帯
一
枚
ず
つ
お
配
り

し
ま
し
た
が
、
同
居
さ
れ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
も
必
要
で
し
た
ら
、
い
つ
で
も

学
校
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
と
伝
え
て
あ
り
ま
す
。

（
井
上
P
T
A
会
長
）

私
も
朝
犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら
、
こ
の
バ
ン
ダ
ナ

を
つ
け
て
歩
い
て
い
ま
す
が
、「
い
い
取
組
み
で
す

ね
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
方
も
い
ま
す
。
で
も
、

そ
の
方
は
実
際
ま
だ
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
。
照

れ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
浸
透
さ
せ

て
い
く
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
ね
。
教
職
員

に
も
配
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
方
に
率
先
し
て
着

用
し
て
い
た
だ
く
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

バンダナを付けてパトロール中
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●�

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

（
井
上
P
T
A
会
長
）

白
山
小
学
校
児
童
の
登
下
校
時
な
ど
に
合
わ
せ
て
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
区
自
治
協
議

会
の
提
案
型
協
働
事
業
に
申
請
を
し
、
見
守
り
隊
の
目

印
と
な
る
よ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ン
ダ
ナ
を
作
成
し
、
隊

員
に
配
付
し
て
着
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

見
守
り
隊
員
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
自
治
会
関
係
者

に
も
着
用
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全

を
地
域
の
幅
広
い
目
で
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
源
川
隊
長
）

も
と
も
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
前
身
で
あ

る
自
治
振
興
会
の
活
動
で
し
た
。
専
用
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
て
「
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
や
自
治
振
興
会
婦
人
部
の

方
な
ど
、
各
自
治
会
か
ら
一
人
ず
つ
見
守
り
隊
と
し
て

選
任
し
ま
し
た
。
発
足
当
初
は
二
〇
名
く
ら
い
。「
体
が

元
気
な
う
ち
は
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
現
在
に
至
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
数
年
前
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

を
一
新
す
る
際
、
隊
員
か
ら
「
あ
ま
り
目
立
っ
た
も

の
は
着
た
く
な
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
は
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、

そ
れ
を
大
げ
さ
に
「
や
っ
て
ま
す
よ
」
と
ア
ピ
ー
ル

を
し
た
く
な
い
と
い
う
か
。
自
主
的
で
純
真
な
気
持

ち
で
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

そ
れ
で
こ
の
バ
ン
ダ
ナ
を
着
用
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
バ
ン
ダ
ナ
を
腕
に
巻
く
と
か
、

バ
ッ
グ
に
つ
け
る
と
か
、
子
ど
も
た
ち
に
見
え
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
。

（
高
橋
校
長
）

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
人
た
ち
に
挨
拶
を
し
た
く

て
も
判
別
が
で
き
ま
せ
ん
。
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
地
域
の
人
た
ち
が
分
か
る
よ
う
に
と
。
そ
れ

で
こ
の
バ
ン
ダ
ナ
に
白
山
小
学
校
の
校
章
が
プ
リ
ン

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

活
動
に
対
す
る
思
い
や
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
井
上
P
T
A
会
長
）

こ
の
バ
ン
ダ
ナ
を
配
る
の
は
あ
く
ま
で
も
き
っ
か

け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
白
山

の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
見
守
ら
な
き
ゃ
と
い
う
気

持
ち
が
少
し
で
も
芽
生
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
高
橋
校
長
）

子
ど
も
た
ち
は
、
当
然
学
校
の
先
生
の
顔
を
知
っ

て
い
る
の
で
、
あ
え
て
バ
ン
ダ
ナ
を
着
用
し
な
く
て

も
分
か
り
ま
す
が
、
年
二
回
見
守
り
隊
と
一
緒
に

行
っ
て
い
る
集
団
下
校
の
際
、
こ
れ
を
着
用
す
る
の

白
山
小
学
校
子
ど
も
見
守
り
隊

●活動名（団体名）：
　 白山小学校子ども見守り隊
●何名くらいで活動：
　 約25名
●どんな人が活動：
　 民生委員・児童委員の方や

地域の方

構　成

～
バ
ン
ダ
ナ
で
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
～

活
動
事
例
⑨



　新潟市では、防犯について多くの市民の方からご協力いただいています。
　以下の活動は一例になりますが、活動にご興味のある方は問い合わせ先までお問い合わせください。

学校子ども見守り隊
【活動概要】
　防犯、防災、交通安全などの面から児童・生徒の登下校の安全を守る活動、校区内公園等の見守り活動、
地域内で活動している団体との連携・情報交換などを行っている。

【問い合わせ先】
　（制度について）新潟市教育委員会事務局　学校支援課（☎︎025-226-3299）
　（活動について）最寄りの小学校まで

にいがた防犯ボランティアネットワーク
【活動概要】
　通学路パトロール（子ども安全パトロール）、空き巣防止パトロール、環境浄化活動（清掃・ビラはが
しなど）、防犯ボランティアの指導・育成などの活動を行う団体等のネットワーク形成、地域同士の情報
共有、連携、活動支援を目的に、登録団体を募集している。

【問い合わせ先】
　新潟市中央区総務課（☎︎025-223-7064）

校区交通安全推進協議会
【活動概要】
　児童登校時の街頭指導、交差点への横断旗設置、危険箇所点検及び対策（ストップマーク設置）などを
行っている。

【問い合わせ先】
　新潟市中央区総務課（☎︎025-223-7064）

地区防犯協会（防犯組合）
【活動概要】
　防犯思想の普及、防犯対策の調査研究、各種防犯組合、防犯団体等に対する協力援助、犯罪の予防と検
挙に対する協力などを行っている。

【問い合わせ先】
　新潟市中央区総務課（☎︎025-223-7064）

青色回転灯を使用した自主防犯パトロール
【活動概要】
　青色防犯パトロール、防犯に関する広報啓発活動、地域における環境浄化活動（清掃・ビラはがしなど）、
などを行っている。

【問い合わせ先】
　新潟市中央区総務課（☎︎025-223-7064）
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主な見守り活動について
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